
 

気象庁作成 

７月８日 胆振地方中東部の地震 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（2001 年 10 月１日～2014 年７月 31 日、 

深さ０～30km、M≧1.5) 
2014 年７月の地震を濃く表示  

2014年７月８日18時05分に胆振地方中東
部の深さ３kmでM5.6の地震（最大震度５弱）
が発生した。この地震は地殻内で発生した。
発震機構は西北西－東南東方向に圧力軸を
持つ横ずれ断層型である。この地震により、
負傷者３人などの被害を生じた（北海道に
よる）。10日までに震度１以上を観測する
余震が７回（その最大は７月８日18時06分、
M4.2、最大震度３）発生したが、その後地
震回数は減少している。 
2001年10月以降の活動を見ると、今回の

地震の震源付近（領域ａ）では、2013年８
月からＭ２～３程度の地震がしばしば発生
している。 
1923年１月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央周辺（領域ｂ）では、2010年12
月２日に石狩地方中部で発生したM4.6の地
震（最大震度３）により、ガラスのひび割
れ、天井の亀裂、斜面の崩れなどの被害を
生じた（「日本被害地震総覧」による）。 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

震央分布図 
（1923 年１月１日～2014 年７月 31 日、 

深さ０～60km、M≧4.5） 

今回の地震 

情報発表に用いた震央地名は〔石狩地方南部〕である。

太平洋 

（2013 年８月１日～2014 年７月 31 日）

今回の地震 

ｂ

石狩低地 
東縁断層帯 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

上図の矩形領域内の拡大図 
（2001 年 10 月１日～2014 年７月 31 日、 

深さ０～15km、M≧1.5) 
2014 年７月の地震を濃く表示  

図中の細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯を示す 

日本海 

図中の細線は地震調査研究推進本部による主要活断層帯を示す 

ａ

樽前山 

支笏湖 
今回の地震 

恵庭岳 



 
図 10 臨時観測により得られた観測点補正値を用いて推定された余震分布（●）、本震（★）

とそれ以前の活動（●） 

北海道大学
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(1) 泊(950126)→Ｍ樽前山Ａ(109077)　東西 基準値：71138.980ｍ
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(1) 泊(950126)→Ｍ樽前山Ａ(109077)　南北 基準値：-41426.407ｍ
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ｍ342.769：値準基高比　)770901(Ａ山前樽Ｍ→)621059(泊 )1(

期間: 2014/06/01～2014/08/02 JST
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ｍ066.63507：値準基西東　)931059(老白→)621059(泊 )2(
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ｍ108.72365-：値準基北南　)931059(老白→)621059(泊 )2(
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ｍ088.81-：値準基高比　)931059(老白→)621059(泊 )2(

期間: 2014/06/01～2014/08/02 JST
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]

基準期間:2014/07/01～2014/07/07[F3:最終解]
比較期間:2014/07/09～2014/07/15[F3:最終解]

固定局:泊(950126)
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胆振地方中東部の地震(7月8日 M5.6)前後の観測データ

成分変化グラフ

国土地理院

この地震に伴う小さな地殻変動が観測された．

地殻変動（水平）
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